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第 4 章では，重ね合せ的手法に属する手書き文字認識方式として， 2 つの方式を提案している。 1
つは，文字パターンを構成する個々の黒点が，水平，垂直，対角，逆対角のいずれの方向のストロー








第 5章は結論で，第 3章と第 4 章で述べた 3 つの手書き文字認識について，認識実験結果から比較
検討を行い，今後の課題や研究方針について言及している。
論文の審査結果の要旨
電子計算機による文字の自動認識は，パターン認識の分野の基本的な問題のーっとして研究されて
きており，印刷文字の認識はほぼ実用段階に入ったといえる。しかし，電子計算機への入力として原
始データは，手書き文字である場合が非常に多く，手書き文字の自動認識技術の研究開発には多くの
期待が寄せられてきた。
本論文は，手書き文字認識のための三つの独立した方式(ストローク分解法，方向性整合法，簡易
伸縮整合法)を提案し，認識実験を行い，各方式の得失を比較検討した結果について述べたものであ
って，主な成果を要約すると，次の通りである。
(1)曲面補聞による正規化法により，文字サイズと文字位置の正規化のみならず，文字重心位置の正
規化をも可能にしている。
(2) 文字認識の手法は構造解析的手法と重ね合せ的手法に大別されるが，従来，重ね合せ的手法は印
刷文字の認識には適用できるが，手書き文字の認識には適用しにくいという定説があった。しかし，
本論文では方向性整合法と簡易伸縮整合法なる二つの重ね合せ的手法を採用することにより，良好
な実験結果の得られることを示し この定説が必ずしも妥当でないことを検証している。
以上のように，本論文は手書き文字情報の電子計算機入力技術の開発に多くの新しい知見を得てお
り，情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものとし
て認;める。
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